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論文内容要旨
研 究
目 的
 慢性膵炎の組織病変はび慢性なものではなく,局在性に富む極めて多彩な変化を示す。従って
 組織像と臨床像,膵機能との関連は組織変化の程度の表現が困難なため今だ充分に解明されてい
 ない。著者は慢性膵炎手術標本を組織計測的に処理することにより,その組織変化を単純化した
 モデ'レとして表現し,形態学的特徴としてとらえ,さらにこれと慢性膵炎の成因,臨床像あるい
 は膵内外分泌機能検査との関連を明らかにするため塚下の検索を行った。
研究対象
 昭和36年4月以降,昭和51年8月までに取扱った慢性膵炎96例中59例に組織計測に供
 し得る標本を得た。その内訳は男45例,女14例・年令では10才台2例・20才台6例,
 30才台15例,40才台18例,50才台10例,60才台6例,70才台2例で,成因別に
 はア」レコー'レ件27例,胆石性9例,急性膵炎性2例・原因不明のもの21例であった。PSテ
 ストを施行した42例のうち,正常9例,1因子障害(以下(+))7例,2因子障害(以下
 (→+))10例・3因子障害似下(料+))16例であった。GTT施行例では正常型8例1・
 境界型(以下BL)10例・糖尿病型(以下DM)13例であった。また対照群として他疾患に
 より膵合併切除を行った6例を選んだ。
研 究 方 法
 標本はホ'レマリン固定後,Hematoxylin-Eosin,Elastica一・Masson,PへS染色,ラ島の計
 測にはへssan∈Ma!lory変法による染色を行った。膵実質占拠率,線維化率,脂肪浸潤率の計測
 はpointcountingmethodによっ幅膵管の変化については内腔物質存在,上皮重層化,上皮
 化生などにつき30～100視野中に出現するそれらの変化の占める比率を算出した。ラ島の計測
 はlineS皿mplingmethodによりその平均直径,個数密度,容積比を算出した。
研究成績
 1.実質占拠率に関して1)成因別にみると原因不明群は31.1・士26・0%,・ア'レコー'レ群
 274±25・5%・胆石群79・1土魂2.4%,急性膵炎の2例は各々33.2%,5.6%であり,胆石群に
 有意に高い実質占拠率がみられた(P〈0.001)。また病悩期間,疼痛の性状及び頻度,ア'レコ
 ー ル総摂取量などの臨床像と実質占拠率との間には有意の相関は認めなかった。PSテストの成
 績との関連をみると正常群61.3士22.8%,(+)40.2土13.0%,(+ト)19.6士24.0%,(一H+)
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 21.0士21.0%であり,正常群はく什),(刊+)と各々P<0.01,P〈0.0.1で,(+)は(制+)
 よりP<0.05で有意に高い実質占拠率を示した。(→+)と(料+)との間には差がなかった。ま
 たPSテスト各因子との間には最高重炭酸塩濃度(取下maxHOO3)・体重当りのアミラーゼ排出
 量(以下Amylase)がいづれもP<0・001の高い相関を示し,液量(以下Volume)がこれに次
 ぐP<0=01の相関を示しセ。2.膵管の変化について1)成因についてみると内腔物質出現率
 は原因不明群4.5±4.5%,ア'レコー'レ群砿5±8.0%,胆石群2、7±4.6%,急性膵炎の2例は0%,
 7.1%であり,上皮重層化は原因不明群3.5±6.0彫,ア'レコー'レ群1.2±2.1%,胆石群α3±0.9%,
 急性膵炎の2例は0であり,上皮化生出現率は原因不明群12.7±126%,ア'レコール群9.3±
 ～14.3%,胆石群6.7±11.8%,急性膵炎の2例は0%,7.1%であり成因別に有意差はみられなか
 った。2)PSテストの成績についてみると内腔物質存在率は正常群6.5±8.7%,(+)6.5±8.7%,
 (十)ε3±9.9%,(冊)4.9士5.0%であり,上皮重層化率は正常群3.3±6.2%,(+)11t±1.2%,
 (什)2.5±3.3%,(惜)2.1±4.8%であり上皮化生率は正常群12.2±13.4%,(+)14.3±
 12.5鰯,(柑)12.7士14.6%,(→十、4、7±5.7%であった。上皮化生率が3因子障害群でのみ有
 墨意に低かった。またPSテスト各因子とこれらの変化との関連をみたが,maxHOO3との間にの
 みP<α05の相関がみられた。3..ラ島について1)間質率との関連ラ島の平均直径rとは
 相関を示さないが,ラ島の個数密度Nvoとはy=一〇.41x+45.59,r=0.644で容積比Voとは
 y』一〇・99x+0・01,r=0・641で各々P<α001の負の相関がみられた・2)GTTとの関連ラ島
 この平均直径rはGTT正常群25.5±10.2μ,BI」26.7±5、3μ,DM24.o±8.2μ,対照群21.1±
 6,1μである。ラ島の個数密度Nvoでは正常群22、O±25.4個/獅3,BL17.1士9.8,DM13.9±
 10.3,対照群59.3±12.0である。容積比Voは正常群0.2±0.2濡掘3/㎜3,BI」0.2±α1,DM
 O.1±0・1,対照群0・6±0・1である。テは判定各詳聞に差はなく,Nvo,Voは対照群と慢性膵炎
 群との間に有意差を認めたが,慢性膵炎各群間には有意差がなかっだ。
結論
 1.実質占拠率は成因を胆石とするものにおいて他群より有意に高いが,原因不明群,アルコー
 ル群,急性膵炎群の間には差がみられない。実質占拠率は病悩期間,ア'レコール摂取量,疼痛の
 '性状などの臨床症状との相関は認められなかっヒ。2.実質占拠率は膵外分泌機能と高い正の相
 関を示した。3.膵実質占拠率とPSテスト各因子との関連では最高重炭酸塩濃度,重炭酸塩総
 排出量,体重当りのアミラーゼ排出量が高い相関を有していだ。4.膵管の変化すなわち内腔物
 語,質出現率,上皮重層化率,上皮化生率などは実質占拠率や膵外分泌能と有意の相関はみられなかっ
 革た。5.ラ島の平均直径は間質率と相関がないが,個数密度,容積比は負の相関がみられた。
 6.ラ島の個数密度並びに容積比は対照例に比較して慢性膵炎群では有意の低下がみられるが,
 ・耐糖能との間には相関がない。すなわち,本症におけるラ島の質的変化を示唆する成績が得られ
 た。
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 審査結果の要旨
 慢性膵炎の組織病変はび慢性なものではなく,局在性に富む極めて多彩な変化を示す。従って
 慢性膵炎では組織像と臨床像や膵機能との対比は組織変化の程度の表現が困難なため充分に解明
 されていない。本研究ではpointcountingmethod及びlinesumplingmethod,を用いて組織
 計測学的に処理することにより,慢性膵炎の組織学的特徴を数量的に表現し,これと臨床像とを
 対比している。その成績によると,まず,膵の実質占拠率については胆石性膵炎ではアルコール
 性のもの,および原因不明群に比較して有意に高い。さらに実質占拠率とPSテストの成績との
 関係をみると,最高重炭酸塩濃度ではyニ。.60x+40.13(r=o.604),重炭酸塩総排出量では
 yニ1.77x+242L50(r=0.954),体重当りのアミラーゼ排出量ではy=0.95x-1.15(r=
 0.960)なる直線式で表現されるなど,高い相関がみられ,PSテストの成績から大凡その膵実
 .質占拠率を推定することが可能であることを指摘している。
 膵管の変化についてみると,膵石合併例では非輝石合併例に比べて内腔物質が高率に出現する
 との成績を得て,内腔物質の存在と膵石形成との深い関連性を裏づけている。
 さらにラ島を計測した所,結合織増生の程度を表現した間質率との相関についてみると,ラ島
 平均直径Nvoはyニーα41x+45.59(r=0、644)で容積比Voとはy=一〇.99x+0.01(r=0.641)
 でそれぞれP<0.001の負の相関を示した。またGTTとの関連をみると,ラ島の平均直径および
 容積比などをみても慢性膵炎群では対照群に比較して有意に低下していること,また慢性膵炎各
 群間に有意差を認めないことが判明した。これらの成績は慢性膵炎ではう島の質的変化が存在す
 ることを示唆するものと指摘している。
 以上,本研究は表現困難な慢性膵炎の組織学的特徴を数量的に表現し,臨床像並びに機能検査
 成績との対比を可能ならしめ,さらにこれら客観的な評価を得る手段を開発したことは,今後こ
 の方面の研究の進歩発展に寄与するところ極めて大きいものと考えるdよって本研究は学位授与
 に値するものと認める。
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